
 

 

令和７年度 第２回美瑛町図書館協議会議案 

 

日 時   令和８年３月２７日（金）午後３時～午後４時２６分 

場 所   美瑛町図書館 会議室 

出席委員  飯田博志会長、小北千津子副会長、 

佐藤雅輝委員、鈴木眞美委員、伊藤敬委員 

事 務 局  鈴木館長、得能次長、岸図書係長 

 

１．開会 

 

２．町民憲章朗唱 

 

３．会長挨拶 

 

４．議題 

（１）令和７年度図書館利用状況等について 

  会 長：令和７年度図書館利用状況等について、これについて、事務局より、

説明、報告をお願いします。 

事務局：資料をもって説明。 

 

（２）令和７年度事業実績について 

会 長：２番目の令和７年度事業実績について、事務局の説明をお願いしま

す。 

事務局：資料をもって説明。 

事務局：補足します。新聞で見られた方もいらっしゃると思いますが、２月

に、美瑛・星のかけらプロジェクト関連事業である JAXA 後援の宇宙連詩 詩

集づくりを この場所、会議室で実施したところでございます。 

また３月については、ミニシアター上映会ということで、当初計画にはない

事業を実施し、１人でも多くの方に図書館に来てくださるよう努めました。こ

のほか、子どもの日スペシャルという、こどもの読書週間に行った事業につい

ては、おはなし会を実施しました。来年度については、おはなし会だけではな

く、他イベント同様、工作会なども行うことを考えているところでございます。 

委員Ａ：令和７年の５月１６日に計画書を頂いていたのですけれども、その

中のものとこちらのものがちょっと違っているのでお聞きしたいのですけれ

ども、子どもの読書活動応援事業の中で、日本ハムファイターズの読書推進全



 

 

道キャンペーンっていうのがあったのですけど、7 年にあるって書いてあるで

すけども、それはなくなったってことでよろしいですか。 

事務局：はい。学校やファイターズ自体との調整が必要になってくる事業に

なりますが、その点がうまく調整できず、実施できなかったと引継いでおりま

す。 

委員Ｂ：読書活動推進事業の図書館お話し会について、第２土曜日と第４土

曜日に開催し、対象が小学生と幼児向けという使い分けがあったと思うのです

けど、その参加者の比率みたいな。同じぐらい来てるのか、それとも児童の方

が多いのか。 

事務局：幼児親子向けのほうが来ていただいている人数は多いです。６、７

組ぐらい、割と常連の方が来てくれる傾向にあります。小学生の対象の方は、

それに比べるとちょっと少ないような状況ですが、館内にいる大人の方もたま

に見に来てくださいます。 

委員Ｂ：小学生は１人で来るのか、それとも親子で来るのか。 

事務局：それぞれです。親と来る方もいますが、大半は小学生だけで来てる

方が多いかなと思います。ただ、皆さま今習い事とかが多い時代ですので、な

かなか実際は、あんまり小学生向けの参加者は少ないような状況になっていて、

今、あいあいさんともご相談していますが、継続は力なりなのでやっていくと

来てくれている部分もあるので、少ないながらお願いしてる状況です。 

委員Ｂ：防災びえいでも確かに流してると思うのですけれども、それ以外の

広報的なものっていうのはあるのでしょうか。 

事務局：広報誌に、今月は何日の土曜日は小学生向け、何日の土曜日は幼児

親子向けのお話をやりますという、図書館だよりの中にコーナーがございます

ので、そちらでまず広報では周知させていただいています。そのほかに各小学

校の図書室に、その次の月に読む絵本をあいあいさんの方で選んで頂いた絵本

を紹介するちょっと小さいＡ３サイズのポスターがあるのですけれども、そち

らのほうを掲示して宣伝をしているような形になります。このほか、町のライ

ンのほうもございます。そちらは前日の夜に流れるように周知できるようにし

てございます。 

委員Ｃ：ラインに入ってるのと、広報には、小学生以上なので、大人の方も

どうぞっていう風に広報には入れてもらっていますので、おばあちゃん方で

時々みえられる方いらっしゃいます。親子で来る子もいますし、放課後の集ま

りをやっているところでまとめて先生が連れてきて聞きに来るっていうこと

もあります。最初午前中にやってたときもあるのですけど、小学生、少年団で

忙しいのじゃないですとかって言われて、それで午後の時間帯に移したんです

よね。午後になったらなったで忙しいですね子どもたち今ね。だから誰も来な



 

 

いってことはないのですけど、私たちは人数にかかわらずやってます。皆様も

ぜひ来ていただきたいと思います。 

委員Ｂ：いろんな場所に本を持っていくっていうことなんですけど、ここで

も貸出し実績みたいなものは、ありますか。 

事務局：いいえ。見てくれてはいるようですが、それを貸出しも可能ですが、

当館に持ってきて貸出すことになるので、多分１０冊もないかなというとこ

ろでです。たまにいらっしゃいます。そういう状況でありました。各箇所で

貸出すには、システムを各箇所に作ることは、何百万円もかかる話なのでな

かなか難しいのかなという状況です。 

 

 （３）令和８年度予算（案）について 

   会 長：３番目、令和８年度予算（案）、事務局から説明をお願いします。 

事務局：資料をもって説明。 

 

 （４）「子どもの読書活動推進計画」（第３次）の策定について 

   会 長：それでは、４番目、「子どもの読書活動推進計画」（第３次）の策定

について、事務局より説明をお願いします。 

   事務局：資料をもって説明。 

 

   委員Ｂ：パブリックコメントの２番目のこの提案がいい提案だなって思うん

ですよね。読むっていうだけじゃなくって、書くっていうことで、より、も

しかしたら本というものに親しみが湧くというところにつながるかなと思

いました。 

事務局：美瑛町図書館賞という文言がありまして、他市町村で図書館賞とい

う名前ではないですけど、そういった文学賞をやっているところもございます。

そういった部分を、参考にさせていただきながら、予算と有効性の方も鑑みな

がら、内部で前向きに実施したいと捉えています。 

   委員Ｂ：推進計画っていうもの自体を、毎回毎回更新していくことにどれぐ

らい意味があるのかなと考えています。なかなか書いてあることは確かにその

とおりっていう部分があるのですけど。これを基に、具体的に何をしていくの

かっていうところの実現性というか、現実と照らし合わせたときに、別にこれ

をもとに考えなくてもいいのかなと考えています。別にこういう５か年計画み

たいなものではなく、その現場の子どもたちとかの感想というかその意見とか、

そういうものを基に、読書活動推進やってった方が何か、実りがあるのかなと

考えています。 

事務局：現実、これをつくるのが目的とするのじゃなくて、毎年毎年こうやっ



 

 

てせっかく集まっているのだから、どっちかというと、実施計画を、皆さんに考

えて、盛り上がっていって、今年はどうしていくのかっていうのをやっていった

ほうがいいんじゃないかというようなお話かと存じます、今後ですね、次回、４

次計画が本当にいるのかっていうところは、今後、委員の皆さんのご意見を頂き、

協議の上、どちらがいいのかっていうのは選択していくべきなのかなと考えます。 

 

（５）その他 

 会 長：５番目、その他について、事務局より説明をお願いします。 

  事務局：資料をもって説明。 

（第１回の協議会時に、委員Ｂからヘビーユーザーの動向をというお話と、委

員Ａから前回は多く読まれた本の提示があったので、それ出してほしいという

ご要望があったのでその資料を提示） 

 

 

５．閉会 

 午後４時２６分 閉会 

 

 


